
日本集中治療医学会 第 10 回関東甲信越支部学術集会

プログラム

2026 年 7 月 11 日（土）

●会長講演
●特別企画
●教育講演
●シンポジウム
●パネルディスカッション
●教育セミナー（ランチョン）
●教育セミナー（モーニング）
●教育セミナー（コーヒーブレイク）
●優秀演題１
●優秀演題２

●一般演題



― 14 ―

日本集中治療医学会 第 10 回関東甲信越支部学術集会

第 1 会場 ［大ホール］

9:00 ～ 9:10	 開会式

	 開会挨拶
今村　浩（信州大学医学部救急集中治療医学）

9:10 ～ 10:20	 パネルディスカッション 1

座長：中田　　淳（日本医科大学付属病院心臓血管集中治療科）�
　　　小谷　祐樹（医療法人鉄蕉会亀田総合病院集中治療科）

臓器連関を意識した循環器集中治療 ― 循環器内科医 × 集中治療医 若手クロストーク
PD1-1	 吸気努力を起点とした呼吸・循環・臓器連関の統合管理と集中治療医の役割

吉岡　晃佑	 （さいたま赤十字病院高度救命救急センター集中治療部）

PD1-2	 ICUから移植・LVAD・外来へつなぐ循環器集中治療
岸原　誠	 （東京女子医科大学病院循環器内科）

10:25 ～ 11:30	 パネルディスカッション 2

座長：�今本　俊郎（埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター）�
宮村　保吉（JA 長野厚生連佐久総合病院佐久医療センター救命救急センター）

症例で学ぶ外傷 ICU の Decision Making ～自己完結型 vs 多科協働型：“ ハブ ” とし
ての Intensivist ～
PD2-1	 自己完結型救命救急センターにおけるIntensivistの役割

福山　唯太	 （日本医科大学千葉北総病院救命救急センター）

PD2-2	 多科協働型外傷ICUにおけるDecision Makingと診療連携
鈴木　啓介	 （総合病院土浦協同病院救命救急センター救急集中治療科 / 外傷・Acute Care 

Surgery センター）

PD2-3	 自己完結型ICUで集中治療医が”ハブ”として段階的手術計画を主導したISS 50多発
外傷の1例
八木　洸輔	 （埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター / 東京慈恵会医科大学附

属病院集中治療室）

PD2-4	 自己完結型システムの強みと苦悩
井上　和茂	 （独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター集中治療室）
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PD2-5	 高齢者多発外傷に対する包括的治療チームにより治療を行った一例	
頭部脊椎，胸腹部，四肢骨盤外傷合併症例
松本　学	 （山梨県立中央病院高度救命救急センター）

PD2-6	 長期ICU管理を要した重症腹部外傷症例における多職種連携のあり方
山下　幾太郎	（済生会横浜市東部病院救命救急センター）

11:35 ～ 12:00	 会長講演

座長：藤谷　茂樹（聖マリアンナ医科大学救急医学）

CPL	 症例（ケース）にこだわる
今村　浩	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院高度救命救急センター集中治療室）

12:15 ～ 13:15	 教育セミナー（ランチョン）1

座長：今村　　浩（信州大学医学部救急集中治療医学教室）

LS1	 進化する心電図モニターと変わらない危険：アラーム疲労を防ぐチーム戦略
石田　岳史	 （東京科学大学総合診療科）

共催：日本光電工業株式会社

13:20 ～ 14:00	 特別企画

座長：今村　　浩（信州大学医学部救急集中治療医学）

	 突然の入院で私たちが経験したこと

14:05 ～ 15:25	 シンポジウム 1

座長：伊藤　　香（自衛隊入間病院教育部）�
　　　鍋島　正慶（東京ベイ・浦安市川医療センター救急集中治療科（集中治療部門））

救急・集中治療における緊急 ACP ～新ガイドラインの下で「決められない」現場を
どう支えるか～
SY1-1	 「救急・集中治療における生命維持治療の終了／差し控えに関する4学会合同ガイ

ドライン」概要
伊藤　香	 （自衛隊入間病院外科 ACS）

SY1-2	 家族が精神病理に巻き込まれ、共同意思決定プロセスが著しく困難であった制限型
摂食障害の1例
寺山　毅郎	 （自衛隊中央病院救急科）
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SY1-3	 長期V-V ECMO管理において、bridge to nowhereの判断および受容が困難であっ
た2症例を経験して
松吉　健夫	 （地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立多摩総合医療センター救命・集中

治療科）

SY1-4	 ACPで合意形成が難しかった小児患者例
井上　俊	 （前橋赤十字病院集中治療科・救急科）

SY1-5	 大学病院ICUから在宅緩和ケアへ移行し最期の時間を自宅で過ごした一例：在宅医
療提供側からの視点
後藤　友子	 （医療法人社団悠翔会臨床研究センター / 情報と選択と決定の研究所 / 国立研

究開発法人国立長寿医療研究センター在宅医療・地域医療連携推進部）

SY1-6	 緊急ACPは必要ですか？緊急ACPをICUで実践する際に懸念されること
今長谷　尚史	（自治医科大学附属病院集中治療部）

SY1-7	 予後予測の不確実性の中で行われた緊急ACP－事前意思を手掛かりにした意思決定
プロセスの検討－
辻本　真由美	（横浜市立大学附属市民総合医療センター EICU）

15:30 ～ 16:40	 シンポジウム 2

座長：江川　悟史（TMGあさか医療センター神経集中治療科、Neuro ICU and Coma Science Center）�
　　　朝見　正宏（さいたま赤十字病院高度救命救急センター救急科 / 集中治療部）

” 頭蓋内だけでは救えない ” 神経集中治療ー多臓器マネジメントの最前線ー
SY2-1	 脳酸素需給バランスから考える神経集中治療 ― 各臓器との統合管理

江川　悟史	 （ＴＭＧあさか医療センター神経集中治療科, Neuro ICU and Coma Science Center）

SY2-2	 肺–脳相互作用に基づく神経集中治療戦略
藤本　佳久	 （聖マリアンナ医科大学病院救急医学 NeuroICU team）

SY2-3	 心臓から診る～神経集中治療における循環管理～
長谷川　綾香	（公立昭和病院救命救急センターＩＣＵ）

SY2-4	 腎臓から診る神経集中治療：脳を守る腎代替療法管理
岡田　和也	 （地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立墨東病院集中治療科）

SY2-5	 血液から診る神経集中治療―Acute Brain Injuryと赤血球輸血―
岡﨑　智哉	 （医療法人徳洲会千葉西総合病院集中治療室）
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16:50 ～ 17:00	 閉会式

	 閉会挨拶
今村　浩	 （信州大学医学部救急集中治療医学）

	 次回会長挨拶
藤谷　茂樹	 （聖マリアンナ医科大学病院救命救急センター集中治療室）
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第 2 会場 ［国際会議室］

9:10 ～ 10:05	 パネルディスカッション 3

座長：市川　　毅（東海大学医学部付属病院リハビリテーション技術科）�
　　　酒井　康成（信州大学医学部附属病院リハビリテーション部）

「いつ・どう動かすか？」チームで挑む重症外傷の早期リハビリテーション～症例か
ら学ぶ至適タイミングと強度設定～
PD3-1	 重症外傷患者の早期リハビリテーション

市川　毅	 （東海大学医学部付属病院リハビリテーション技術科）

PD3-2	 腹部熱傷により座位離床が制限された非骨傷性頸髄損傷例におけるICU早期離床戦
略
大久保　裕也	（埼玉医科大学総合医療センターリハビリテーション部）

PD3-3	 鈍的肝損傷のnon-operative managementにおける早期離床
矢田　大智	 （さいたま赤十字病院集中治療室（ICU））

PD3-4	 脾損傷後における離床に関する当院での考え方の変遷
仲田　光	 （さいたま赤十字病院高度救命救急センター / さいたま赤十字病院集中治療室

（ICU））

PD3-5	 多職種メンタルヘルスリエゾンチームによる重症四肢骨盤外傷の急性期リハビリ支
援
山元　良	 （慶應義塾大学病院集中治療センター）

10:10 ～ 11:05	 パネルディスカッション 4

座長：佐藤　暢夫（東京女子医科大学集中治療科）�
　　　畠山　淳司（横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター）

PICS 外来・PICS ラウンドのリアル：症例から学ぶ “ 次の一歩 ”
PD4-1	 PICS予防の土台としての認知向上とICU環境づくり

野坂　宜之	 （東京科学大学大学院医歯学総合研究科生体集中管理学分野 / 東京科学大学病院
集中治療部）

PD4-2	 当院におけるPICS-F外来の立ち上げと実践報告
白崎　加純	 （聖路加国際病院救命救急センター集中治療室 / 金沢大学大学院医薬保健学総合

研究科博士課程）
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PD4-3	 集中治療後症候群（PICS）外来の新規開設と運用の実際 ― 導入プロセスと課題の
検討 ―
伊東　祐美	 （聖マリアンナ医科大学病院救命救急センター集中治療室 / 聖マリアンナ医科大

学病院麻酔科）

11:10 ～ 12:05	 優秀演題１

座　長：鈴木　武志（東海大学医学部付属病院麻酔科）�
　　　　大山　慶介（康幸会かわぐち心臓呼吸器病院集中治療科）�
審査員：眞崎　暢之（防衛医科大学校病院集中治療部）

優秀演題 1
E1-1	 miR-5100はヒト尿細管細胞において急性腎障害を抑制する

青松　昭徳	 （自治医科大学附属さいたま医療センター集中治療部）

E1-2	 病院前rSIGによる成人外傷患者の緊急介入および重症度の予測能
内田　桃子	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院高度救命救急センター集中治療室）

E1-3	 退 院 後 １ 年 間 に わ た る 敗 血 症 患 者 のPICSと 主 介 護 者 のPICS-Fと の 関 連：ILOSS 
Studyの二次解析（続報）
白崎　加純	 （聖路加国際病院救命救急センター集中治療室 / 金沢大学医薬保健研究域医学救

急・災害医学分野）

E1-4	 十二指腸損傷における院内死亡関連因子の検討―Japan Trauma Data Bankを用い
た後方視的観察研究―
角山　泰一朗	（帝京大学医学部附属病院高度救命救急センター）

E1-5	 敗血症患者における世界基準のGLIM基準による低栄養と入院医療費の関連：多施
設前向きコホート研究
吉田　稔	 （国立病院機構本部医療部情報分析課 / 横浜市立大学データサイエンス研究科ヘ

ルスデータサイエンス専攻）

12:15 ～ 13:15	 教育セミナー（ランチョン）2

座長：岩下　具美（長野赤十字病院救命救急センター／第一救急部）

LS2	 敗血症診療アップデート2026　― 現場にどう実装するか ―
森口　武史	 （山梨大学医学部救急集中治療医学講座）

共催：旭化成セラピューティクス株式会社



― 20 ―

日本集中治療医学会 第 10 回関東甲信越支部学術集会

13:20 ～ 14:15	 優秀演題２

座　長：武居　哲洋（横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター）�
　　　　上澤　弘美（社会福祉法人同愛記念病院財団同愛記念病院看護部）�
審査員：山本　　剛（日本医科大学付属病院心臓血管集中治療科）

優秀演題 2
E2-1	 日本人における気管チューブのDepth Mark位置の妥当性：CT画像に基づく理論値

と市販製品の比較
吉川　実里	 （東京科学大学医学部医学科）

E2-2	 経鼻高流量酸素療法施行中の急性呼吸不全患者の転帰はHACORスコアで予測でき
るのか
小倉　匠登	 （聖路加国際病院救急科）

E2-3	 小児拡張型心筋症における累積vasoactive-inotropic score（VIS）の予後予測能の
検討
堀米　顕久	 （埼玉県立小児医療センター集中治療室（PICU））

E2-4	 ICUにおける留置デバイス自己抜去の関連因子の検討
大石　雅文	 （筑波大学附属病院看護部）

E2-5	 動脈血pHと集中治療室死亡率との関連に対する年齢の修飾効果：JIPADを用いた全
国規模コホート研究
後藤　俊作	 （聖路加国際病院集中治療室 (ICU)）

14:25 ～ 15:25	 パネルディスカッション 5

座長：矢嶋　恵理（信州大学医学部附属病院高度救命救急センター）�
　　　内藤　貴基（武蔵野赤十字病院救命救急センター）

その一報は，なぜ遅れたのか　―4 つの視点から読み解く RRS の課題と伸びしろ―
PD5-1	 院内迅速対応システムの早期起動を阻害する要因の検討

藤塚　健次	 （前橋赤十字病院集中治療科・救急科）

PD5-2	 当院のRapid Response Systemの検討 -オーストラリアのRRSと比較して-
中村　悠太	 （済生会熊本病院救急科）

PD5-3	 小規模病院(199床)におけるNEWS導入とRRS構築の成果と課題
清水　幹夫	 （社会医療法人抱生会丸の内病院救急総合診療）
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PD5-4	 RRS起動後に予期せぬ心停止に至った症例を振り返る
松井　ルミ子	（新潟県立中央病院看護部）

PD5-5	 CCOTラウンドへの早期警告スコア導入とRRS起動の変化：COVID‑19後の病床稼働
率回復期
野口　綾子	 （東京科学大学病院集中治療部 / 東京科学大学大学院保健衛生学研究科災害・ク

リティカルケア看護学分野）

15:30 ～ 16:20	 教育セミナー（コーヒーブレイク）1

座長：森口　武史（山梨大学医学部救急集中治療医学講座）

CB1	 輸液を“効かせる”とは何か？	
― 血管内皮から再定義する輸液有効性とアンチトロンビン ―
岡田　英志	 （岐阜大学医学部附属病院高次救命治療センター集中治療部門）

共催：日本血液製剤機構

16:25 ～ 16:50	 教育講演 1

座長：塩塚　潤二（自治医科大学麻酔科学・集中治療医学講座）

EL1	 循環モニタリングのdeep dive「圧波形を読み解く」
滝瀬　義明	 （公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念病院麻酔科）
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第 3 会場 ［第 1 会議室］

9:10 ～ 10:00	 教育セミナー（モーニング）1

座長：上條　　泰（信州大学医学部附属病院救急集中治療医学教室・高度救急救命センター）

MS1	 いつもの人工呼吸器で、非ARDS患者の換気目標をデザインする
山口　嘉一	 （国際医療福祉大学成田病院麻酔・集中治療科／国際医療福祉大学医学部麻酔・

集中治療医学講座）

共催：ドレーゲルジャパン株式会社

10:05 ～ 11:05	 パネルディスカッション 6

座長：酒井　康成（信州大学医学部附属病院リハビリテーション部）�
　　　中山　龍一（自治医科大学附属病院集中治療部）

ARDS への挑戦〜 beyond the evidence 〜
PD6-1	 信州大学医学部附属病院 集中治療部での取り組み

市山　崇史	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院集中治療部）
矢嶋　恵理	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院高度救命救急センター）
塚越　大智	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院リハビリテーション部）
藤原　拓史	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院臨床工学部）

PD6-2	 肺保護の先へ：聖マリアンナICUのARDS診療
山田　万里央	（聖マリアンナ医科大学病院救命救急センター集中治療室）
濱田　悠佑	 （聖マリアンナ医科大学病院臨床工学技術部）
中茎　篤	 （聖マリアンナ医科大学病院リハビリテーションセンター）
大平　さとみ	（聖マリアンナ医科大学病院栄養部）

PD6-3	 多職種協働で挑むARDS管理～EITなきICUにおける取り組み～
小野　貴広	 （筑波大学附属病院救急・集中治療科）
瀬端　龍太郎	（筑波大学附属病院看護部）
椿　拓海	 （筑波大学附属病院リハビリテーション部）
藤谷　亮太	 （筑波大学附属病院臨床工学部）
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11:10 ～ 12:05	 シンポジウム 3

座長：濱田　悠佑（聖マリアンナ医科大学病院臨床工学技術部）�
　　　山口　晃典（信州大学医学部附属病院集中治療部／腎臓内科）

多職種で考える CRRT 患者のアセスメント― CRRT trauma を回避するための共通言
語 ―
SY3-1	 透 析 が 必 要 な 重 症 患 者 の 予 後 改 善 の た め の 新 た な 視 点 ～Dialytrauma/CRRT 

trauma
山口　晃典	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院集中治療部）

SY3-2	 CRRT trauma回避に向けた臨床工学技士の役割
西村　優一	 （独立行政法人労働者健康安全機構横浜労災病院臨床工学部）

SY3-3	 CRRT管理における最適な薬物治療を目指して
小岩井　祥	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院薬剤部）

SY3-4	 CRRT患者のアセスメントとCRRT traumaを回避するための共通言語〜理学療法士
の立場から〜
柳澤　佑哉	 （日本大学病院リハビリテーション室）

12:15 ～ 13:15	 教育セミナー（ランチョン）3

座長：問田　千晶（信州大学医学部救急集中治療医学教室）

LS3	 血行動態モニタリング実践　〜ショックを解剖する〜
平本　芳行	 （順天堂大学医学部附属浦安病院麻酔科）

共催：日本ベクトン・ディッキンソン株式会社

13:20 ～ 14:20	 パネルディスカッション 7

座長：大木�紗弥香（国立循環器研究センター / 自治医科大学附属さいたま医療センター集中治療部）

その胸骨、本当に押しますか？― CALS で振り返る開心術後心停止 ―
PD7-1	 CALS 概説：心・大血管術後心停止対応の要点

植野　剛	 （特定非営利活動法人 CALS Japan）

PD7-2	 胸骨圧迫後に大量出血を来たし再開胸を余儀なくされた1手術例
伊達　数馬	 （総合病院国保旭中央病院心臓外科）



― 24 ―

日本集中治療医学会 第 10 回関東甲信越支部学術集会

PD7-3	 開心術後心停止症例を契機としたCALSシミュレーションの実施と院内体制の課題
星野　哲也	 （社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会横浜市東部病院集中治療セン

ター）

PD7-4	 High-intensity ICUにおける開心術後心停止に対するCode Heart対応症例
萩原　裕也	 （前橋赤十字病院集中治療室）

PD7-5	 急変は本当に突然か？	
― CALS導入後に見えたPre-CALSの必要性 ―
江島　由紀	 （社会医療法人財団池友会福岡和白病院 ICU）

PD7-6	 院内CALS普及に向けたCode Heartの実践と課題
山本　一太	 （公益社団法人地域医療振興協会東京ベイ・浦安市川医療センター集中治療室）

14:25 ～ 15:25	 シンポジウム 4

座長：松戸　孝博（松戸市立総合医療センター小児集中治療科）�
　　　奥脇　　一（筑波大学附属病院小児内科）

小児期からのさまざまな基礎疾患をもつ患者の集中治療
SY4-1	 �染色体異常を基礎疾患に持つ患者の集中治療管理

壹岐　陽一	 （東京科学大学病院集中治療部）

SY4-2	 小児期発症の神経疾患を基礎疾患に持つ患者の集中治療管理
早川　格	 （国立研究開発法人国立成育医療研究センター小児内科系専門診療部神経内科）

SY4-3	 先天性心疾患患者の集中治療 -小児から成人まで-
正谷　憲宏	 （公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念病院集中治療科）

15:30 ～ 16:20	 教育セミナー（コーヒーブレイク）2

座長：問田　千晶（信州大学医学部医学科救急集中治療医学教室）

CB2	 意識障害に強くなる脳波トリアージ
音成　秀一郎	（広島大学病院脳神経内科）

共催：フクダ電子長野販売株式会社
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16:25 ～ 16:50	 教育講演 2

座長：土井　研人（東京大学救急・集中治療医学）

EL2	 ICU病床利用の最適化に向けた術後患者フローマネジメントの実践と展望
仙頭　佳起	 （東京科学大学大学院医歯学総合研究科心肺統御麻酔学分野）
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第 4 会場 ［第 2 会議室］

9:10 ～ 10:00	 教育セミナー（モーニング）2

座長：大塚　将秀（国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院集中治療科）

MS2	 血液ガス分析のTips　～臨床から研究まで～
髙橋　和博	 （東北大学麻酔科学・周術期医学分野）

共催：ラジオメーター株式会社

10:05 ～ 10:30	 教育講演 3

座長：鈴木　健人（横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター）

EL3	 ICU医のための災害対応入門―Hazard Vulnerability Analysis（HVA）から病院避
難まで―
問田　千晶	 （信州大学医学部救急集中治療医学教室）

10:35 ～ 11:00	 教育講演 4

座長：井上　貴昭（筑波大学医学医療系救急・集中治療医学）

EL4	 敗血症の身体所見を再考する
伏野　拓也	 （社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会横浜市東部病院集中治療科）

11:05 ～ 11:30	 教育講演 5

座長：白戸　康介（相澤病院救急科）

EL5	 働き方改革時代の勉強会 ― 生成AIでの学習・教育の「作り方」を考える
関谷　智	 （聖路加国際病院集中治療室 (ICU)）

11:35 ～ 12:00	 教育講演 6

座長：塚越　大智（信州大学医学部附属病院リハビリテーション部）

EL6	 超音波画像による骨格筋や呼吸筋の評価をどう活用するか？
大倉　和貴	 （秋田大学医学部附属病院リハビリテーション部）
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12:15 ～ 13:15	 教育セミナー（ランチョン）4

座長：小倉　崇以（宇都宮済生会病院救急・集中治療科）

LS4	 外傷ECMO・周産期ECMOの実践
神山　治郎	 （さいたま赤十字病院高度救急救命センター）

共催：泉工医科工業株式会社

13:20 ～ 13:45	 教育講演 7

座長：加納　誠也（帝京大学医学部救急医学講座）

EL7	 多職種で共有したい外傷性凝固障害と大量輸血戦略
今本　俊郎	 （埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター集中治療室）

13:50 ～ 14:15	 教育講演 8

座長：清野　雄介（聖マリアンナ医科大学病院麻酔科・集中治療センター）

EL8	 チームで取り組むImpella管理：基本と近年のトレンド
齋藤　俊祐	 （自治医科大学内科学講座循環器内科学部門）

14:25 ～ 15:25	 シンポジウム 5

座長：中島　幹男（東京都立広尾病院救命救急センター）�
　　　岡野　　弘（東京医科大学麻酔科学分野）

若手研究レスキュー：アイデア〜計画〜継続の 3 つの壁を越える
SY5-1	 リサーチクエスチョンの前に、メンターいますか？

小谷　祐樹	 （医療法人鉄蕉会亀田総合病院集中治療科）

SY5-2	 研究したいのに進めない
吉田　拓生	 （東京慈恵会医科大学救急災害医学講座附属柏病院集中治療部）

SY5-3	 研究を続けるために―エフォート管理・チーム文化・資金調達の実践―
安田　英人	 （自治医科大学附属さいたま医療センター救急科）
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15:30 ～ 16:20	 教育セミナー（コーヒーブレイク）3

座長：藤谷　茂樹（聖マリアンナ医科大学病院救命救急センター集中治療室）

集中治療における iNO の最適活用戦略
CB3-1	 iNOとECMOの呼吸循環生理学

萩原　祥弘	 （済生会宇都宮病院集中治療科）

CB3-2	 周術期ICU管理でiNOをどう使うか －麻酔・集中治療医の視点－
田村　高廣	 （名古屋市立大学大学院医学研究科）

共催：マリンクロットファーマ株式会社

16:25 ～ 16:50	 教育講演 9

座長：川井　　翔（聖マリアンナ医科大学病院栄養部）

EL9	 栄養管理の観点から見直す排便管理
福勢　麻結子	（東京医科大学病院臨床栄養部）
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第 5 会場 ［中ホール内］

9:10 ～ 10:05	 一般演題 1

座長：宇佐美知里（群馬大学医学部附属病院北病棟 2 階）�
　　　壷井　　薫（国立成育医療研究センター集中治療科）

鎮痛・鎮静・せん妄
O1-1	 抗精神病薬の中断とフェンタニル持続投与の組合せがセロトニン症候群発症の契機

と考えられた1例
森山　ひかり	（長野県厚生農業協同組合連合会佐久総合病院佐久医療センター薬剤部）

O1-2	 救命救急センターにおける医師・看護師と協働したレミフェンタニル使用実態	
および安全性の後ろ向き解析
綿引　俊介	 （さいたま市立病院薬剤科）

O1-3	 重症破傷風症例に対するレミフェンタニルの使用経験
谷口　みつき	（安曇野赤十字病院救急科）

O1-4	 鎮静薬と人工呼吸器離脱に難渋し長期間のHCU滞在を要した急性大動脈解離術後
の超高齢患者の1例
市山　崇史	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院集中治療部）

O1-5	 心臓大血管手術患者における術前の非薬理学的介入とICU退室時せん妄指標との	
関連
佐藤　正彬	 （信州大学医学部保健学科作業療法学専攻）

O1-6	 開心術後患者におけるアイマスク使用の有無と睡眠・せん妄・転帰の検討
三島　茉希	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院集中治療部）

10:10 ～ 11:05	 一般演題 2

座長：橋本　英樹（筑波大学医学医療系感染症内科）�
　　　武内　裕希（日本赤十字社長野赤十字病院呼吸器内科）

気道・呼吸 1
O2-1	 アンチエアシャワーに起因する人工呼吸器トラブルの1例

佐藤　隼吾	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院臨床工学部）

O2-2	 A型インフルエンザウイルス肺炎による急性呼吸不全の1例
藤村　芽衣	 （諏訪赤十字病院救急科）
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O2-3	 ICUを有さない中小規模病院における高度肥満患者の術後呼吸管理 ― 早期気管	
切開により改善した一例
古市　昌之	 （東京医療生活協同組合新渡戸記念中野総合病院麻酔科）

O2-4	 S状結腸軸捻転による換気不全から心停止に至った一救命例
松下　俊介	 （社会医療法人財団石心会埼玉石心会病院救急外科）

O2-5	 3年４か月以上に渡って経口気管挿管下で人工呼吸管理を行い102歳となったARDS
の一例
佐藤　貴久	 （長野医療生活協同組合長野中央病院その他）

O2-6	 重症COVID-19患者における筋弛緩薬使用と退院1年後QOL低下の関連：多施設	
コホート研究
森川　大樹	 （聖マリアンナ医科大学病院救命救急センター集中治療室 / 国立健康危機管理 

研究機構国際医療協力局グローバルヘルス政策研究センター）

11:10 ～ 12:05	 一般演題 3

座長：上條　　泰（信州大学医学部附属病院高度救命救急センター）�
　　　平田　幹雄（杏林大学医学部付属病院麻酔科）

気道・呼吸 2
O3-1	 全身麻酔下の開頭手術後に遅発性頚部腫脹を来し再挿管を要した１症例

横山　美咲	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院集中治療部）

O3-2	 心臓外科術後に舌及び顎下部腫脹を伴う著明な口腔底浮腫を認め、再挿管を要した
1例
橋本　小百合	（東京科学大学病院集中治療部）

O3-3	 舌癌術後の内頸静脈狭窄に伴う眼瞼浮腫を前駆所見とし、急速進行した上気道狭窄
で緊急気管切開を要した1例
新井　成明	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院麻酔蘇生学教室）

O3-4	 人工呼吸器管理下の腹臥位療法における褥瘡予防と課題
松井　ルミ子	（新潟県立中央病院救命救急センター）

O3-5	 P/V Toolと経肺圧モニタを用いて有効な呼吸管理が行えた二症例
宇佐見　清吾	（社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会横浜市東部病院集中治療 

センター）



― 31 ―

日本集中治療医学会 第 10 回関東甲信越支部学術集会

O3-6	 人工呼吸管理中のICU患者の呼吸状態変化時における看護師肺エコーの臨床推論	
への寄与：3症例の経験
辻本　真由美	（横浜市立大学附属市民総合医療センター EICU）

13:20 ～ 14:15	 一般演題 4

座長：祐森　章幸（国立病院機構横浜医療センター救急科）�
　　　秋田　真代（信州大学医学部附属病院高度救命救急センター救急科）

中毒 1
O4-1	 痙攣および心電図異常を呈しICU管理を要したジフェンヒドラミン中毒の1例

東　亮太	 （さいたま赤十字病院集中治療室（ICU））

O4-2	 動脈血の色調異常から早期診断しえたメトヘモグロビン血症の1例 - メチレンブ
ルー投与時期の考察
髙田　直和	 （帝京大学医学部附属病院高度救命救急センター ICU）

O4-3	 治療抵抗性の重症セロトニン症候群に対してシプロヘプタジン投与が有効と	
考えられた1例
井出　想野	 （JA 長野県厚生連佐久総合病院佐久医療センター救命救急センター）

O4-4	 二峰性の経過を呈したクエチアピン中毒の一例
仁村　明日香	（新潟県立新発田病院救急科）

O4-5	 5-フルオロウラシル投与後の意識障害と痙攣
高井　千尋	 （獨協医科大学埼玉医療センター ICU）

O4-6	 来院早期に血液浄化療法を行った急性パラコート中毒の1例
志賀　隆	 （国際医療福祉大学成田病院 ICU / 杏林大学高度救命救急センター）

14:20 ～ 15:15	 一般演題 5

座長：長田　雄大（筑波記念病院救急科・集中治療科）�
　　　山田�万里央（聖マリアンナ医科大学病院救急科）

中毒 2
O5-1	 早期介入にも関わらず急性肝不全をきたした鉄中毒の一例

清水　吹紀	 （横浜市立みなと赤十字病院集中治療室）

O5-2	 重度横紋筋融解症を合併したカフェイン中毒の1例
金尾　邦生	 （川崎市立川崎病院救命救急センター）



― 32 ―

日本集中治療医学会 第 10 回関東甲信越支部学術集会

O5-3	 摂取時に大量の飲酒をしていたエチレングリコール中毒の１例
柴　彩夏	 （諏訪赤十字病院救急科）

O5-4	 致死量のベラパミル過量内服に対し早期のインスリン・カルシウム療法により救命
した1例
松村　駿佑	 （日本医科大学多摩永山病院救命救急センター）

O5-5	 大量カフェイン内服症例における集中治療上の課題
野村　智久	 （学校法人順天堂順天堂大学医学部附属練馬病院集中治療室）

O5-6	 洗濯洗剤の誤嚥後に偽膜形成を伴う気道閉塞を来した１例
三戸　哲朗	 （横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター）

15:20 ～ 16:00	 一般演題 6

座長：篠原　真史（公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター集中治療室）�
　　　井尻　篤宏（自衛隊中央病院救急科）

心肺停止
O6-1	 著明な低血糖を併存していた心肺停止の一症例

白鳥　徹	 （伊那中央病院 ICU）

O6-2	 ECPR施行例において非心原性心停止は神経学的転帰不良と関連しない
柳沢　政彦	 （山梨県立中央病院高度救命救急センター）

O6-3	 血清乳酸/アルブミン比と体温管理療法を受けた院外心停止患者の神経学的予後
畠山　稔弘	 （獨協医科大学埼玉医療センター救命救急センター）

O6-4	 横浜市における小児院外心肺停止の特徴および予後関連因子の検討
篠原　真史	 （公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター 

集中治療室）

16:05 ～ 16:45	 一般演題 7

座長：今井　けい（東京大学大学院医学系研究科社会医学専攻）�
　　　新田　憲市（信州大学医学部附属病院高度救命救急センター）

医療倫理
O7-1	 年齢のLeft-digit biasがICU緊急患者の人工呼吸器実施に与える影響

青木　裕哉	 （東京慈恵会医科大学附属柏病院集中治療室）
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O7-2	 訪日外国人重症患者診療の課題：急性大動脈A型解離の1例
菱沼　典正	 （長野県厚生農業協同組合連合会北信総合病院）

O7-3	 集中治療領域における臨床倫理的活動
石井　健	 （虎の門病院集中治療科）

O7-4	 自死企図患者の家族支援におけるICU看護師の倫理的判断と児童相談所との多機関
連携の実践
岡田　真賢	 （長野医療生活協同組合長野中央病院 ICU/HCU）
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第 6 会場 ［中ホール内］

9:10 ～ 10:05	 一般演題 8

座長：西澤　義之（北里大学医学部麻酔科）�
　　　小野寺�敦啓（昭和医科大学病院 / 昭和医科大学看護部 / 保健医療学部）

Rapid response system 1
O8-1	 Rapid Response Systemの起動により心停止を回避し得た高リスク肺血栓塞栓症の

1例
清水　真穂	 （群馬大学医学部附属病院集中治療部）

O8-2	 RRS導入後の活動実績と課題
小林　ひろ美	（長野県厚生農業協同組合連合会南長野医療センター篠ノ井総合病院救命セン

ター）

O8-3	 Rapid Response System起動を契機に奇異性脳塞栓症と肺血栓塞栓症を同時期に	
診断し迅速に治療介入できた1例
牛丸　遥香	 （長野県厚生農業協同組合連合会佐久総合病院佐久医療センター ICU）

O8-4	 PACU(麻酔後ケアユニット)設置前後で術後患者の予定外重症系病棟入室とRRS関与
は減ったか：後方視的研究
木山　晃希	 （東京科学大学病院集中治療部）

O8-5	 院内迅速対応システム（Rapid Response System）担当看護師が対応時に抱く	
困難感
鈴木　宏利	 （川口市立医療センター ICU）

O8-6	 呼吸回数測定に対する教育的介入の効果
工藤　孝子	 （順天堂大学医学部附属順天堂医院看護部）

10:10 ～ 11:05	 一般演題 9

座長：関　　昌代（信州大学医学部附属病院看護部集中治療室）�
　　　井口　竜太（東京大学医学部附属病院救急・集中治療科）

Rapid response system 2
O9-1	 RRS専任看護師配置体制の構築が入院患者における予期せぬ院内心停止減少に	

与える影響の検討
尾野　光祐	 （東京慈恵会医科大学附属柏病院）
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O9-2	 急性期から人生最終段階までの切れ目のないRapid Response Team活動
橋本　美香	 （医療法人徳洲会羽生総合病院 ICU）

O9-3	 RRT要請遅延2症例の要因の分析
榑松　久美子	（北里大学病院看護部）

O9-4	 CCOTラウンドに関する看護師満足度調査から見る真のニーズと課題
吉田　龍也	 （川崎市立井田病院看護部）

O9-5	 ICUから一般病棟へつなぐAbove Cuff Vocalization: 症例報告
近藤　さゆり	（独立行政法人国立病院機構千葉医療センター集中治療室）

11:10 ～ 12:05	 一般演題 10

座長：�庄野　敦子（横須賀市立総合医療センター集中治療部）�
高木　俊介（横浜市立大学附属病院集中治療部）

遠隔医療・システム
O10-1	 遠隔ICUによる継続的支援と転院判断の先導が救命に寄与した重症患者の一例

長谷川　巧	 （公立大学法人横浜市立大学附属病院集中治療部）

O10-2	 遠隔集中治療支援室を立ち上げて：マネージャーとしての学び
讃井　將満	 （自治医科大学附属病院集中治療部 / 自治医科大学附属さいたま医療センター 

遠隔集中治療支援室）

O10-3	 特定集中治療室遠隔支援加算：残された課題
讃井　將満	 （自治医科大学附属病院集中治療部 / 自治医科大学附属さいたま医療センター 

遠隔集中治療支援室）

O10-4	 集中治療領域関連の診療報酬への対応	
（令和4年度～令和8年度）
石井　健	 （虎の門病院集中治療科）

O10-5	 集中治療室における薬剤師活動の医師からのニーズ調査：国内多施設横断研究
吉廣　尚大	 （広島大学病院薬剤部）

O10-6	 救急外来トリアージナースの思い－インタビューからみえる現状と課題－
寺島　麻衣子	（長野赤十字病院救急外来）
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13:20 ～ 14:15	 一般演題 11

座長：井ノ上�幸典（新潟市民病院救命救急・循環器病・脳卒中センター）�
　　　福島　一憲（群馬大学医学部附属病院救急科）

感染
O11-1	 内科的管理にて救命し得た、虫垂穿孔を伴うアメーバ大腸炎の一例

小野　元彰	 （杏林大学医学部付属病院中央集中治療室）

O11-2	 術後長期ICU管理中に発症したレンメル症候群による急性胆管炎の1例
秋田　泰之輔	（東京医科大学病院集中治療部）

O11-3	 Capnocytophaga canimorsus菌血症により二次性TMA、AKIを引き起こした1例
安松　匠	 （社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会横浜市東部病院臨床研修医

室）

O11-4	 腸管出血性大腸菌O157感染症に伴う溶血性尿毒症症候群に対し持続血液濾過透析
を導入した一例
勝山　貴仁	 （長野赤十字病院集中治療室）

O11-5	 絨毛膜羊膜炎によって持続菌血症をきたし，治療に難渋した一例
泉　海渡	 （聖路加国際病院外科専攻医）

O11-6	 インターフェロンγ遊離試験陰性・判定不能により診断に難渋し，抗IL-22抗体	
陽性を認めた播種性結核の1例
長崎　紗緒理	（自治医科大学附属さいたま医療センター集中治療部）

14:20 ～ 15:00	 一般演題 12

座長：佐藤　信宏（新潟市民病院救急科）�
　　　藤原　拓史（信州大学医学部附属病院臨床工学部）

腎臓
O12-1	 年齢のleft-digit biasがICUでの急性期血液浄化療法実施に与える影響

亀田　慎也	 （東京慈恵会医科大学附属柏病院集中治療室高度救命救急センター）

O12-2	 腎代替療法を要する急性脳損傷患者における施設レベルでの初回モード選択と	
転帰：全国データベース研究
岡田　和也	 （地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立墨東病院集中治療科）
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O12-3	 ICU入室を要した急性水中毒における血清ナトリウム補正速度と関連因子：	
後ろ向き観察研究
諸田　潤一郎	（群馬大学医学部附属病院集中治療部）

O12-4	 血管断面形状を指標とした透析用カテーテル至適先端位置の検討
西村　優一	 （独立行政法人労働者健康安全機構横浜労災病院臨床工学部高度救命救急センター）

15:05 ～ 16:00	 一般演題 13

座長：榎本　有希（筑波大学医学医療系救急・集中治療）�
　　　壽原　朋宏（慶應義塾大学医学部麻酔学教室）

敗血症
O13-1	 劇症型A群溶連菌による子宮内感染と骨盤腹膜炎に対し保存的加療により救命した

一例
詫摩　華子	 （日本大学医学部附属板橋病院救命救急センター）

O13-2	 早期診断と治療介入により救命し得た月経関連Toxic Shock Syndromeの1例
大場　早笑	 （日本赤十字社長野赤十字病院呼吸器病センター内科）

O13-3	 壊疽性胆嚢炎に伴う敗血症を疑いドレナージを行ったが黄色ブドウ球菌持続菌血
症、硬膜外膿瘍が判明した一例
福井　涼介	 （国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院救急 / 国家公務員共済組合連合会 

横須賀共済病院救急科 / 横浜市立大学医学部救急医学教室）

O13-4	 急性肝不全を契機に血管内大細胞型B細胞リンパ腫の診断に至った1例
高橋　あゆみ	（北里大学病院救命救急・災害医療センター ICU･CCU）

O13-5	 当院における中心ライン関連血流感染の推移
佐藤　浩之	 （杏林大学医学部循環器内科学教室）

O13-6	 大腸穿孔緊急手術症例におけるMNA-SFとSOFAスコアを用いたリスク層別化の検
討
野﨑　礼史	 （社会福祉法人恩賜財団済生会支部茨城県済生会水戸済生会総合病院救命救急 

センター）
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16:05 ～ 16:45	 一般演題 14

座長：金子　香代（信州大学医学部附属病院看護部集中治療部高度治療室）�
　　　川島　佑太（山梨県立中央病院高度救命救急センター）

患者・家族中心の医療
O14-1	 救命救急センターにおける認定看護師を中心とした身体拘束最小化の取り組みの効

果の検討
宮間　結衣	 （横須賀市立総合医療センター救命救急センター）

O14-2	 人工呼吸器離脱困難な患者を離脱成功に導いた特定行為看護師の多職種連携の事例
石田　優己	 （自治医科大学附属病院看護部）

O14-3	 院内指針に基づくICUでの小型犬ペット面会の初回運用経験
鷲頭　栞	 （医療法人鉄蕉会亀田総合病院集中治療科）

O14-4	 重症神経筋疾患を発症した10代男子例 ～発症5年後、当時のICU入室期間について
振り返る～
石盛　雄	 （独立行政法人労働者健康安全機構横浜労災病院中央リハビリテーション部）
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9:10 ～ 10:05	 一般演題 15

座長：吉野　秀樹（埼玉医科大学総合医療センター臨床工学部）�
　　　萩原　裕也（前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科救急科）

補助循環 1
O15-1	 Pump-controlled retrograde trial offを用いたV-A ECMO離脱プロトコルの有効性

および安全性について
松村　一希	 （慶應義塾大学医学部救急医学 / 慶應義塾大学病院集中治療センター）

O15-2	 救急外科・集中治療医主体の大口径tMCS抜去：手技別合併症と手技時間の単施設
後方視的解析
大政　皓聖	 （社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会横浜市東部病院救命救急セン

ター EICU）

O15-3	 ECMO導入業務の標準化と全スタッフの自立に向けた段階的教育カリキュラムの構
築と今後の課題
藤原　拓史	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院臨床工学部）

O15-4	 特定集中治療室管理料非算定患者の特徴：Impella・VAD症例の関与
野坂　宜之	 （東京科学大学大学院生体集中管理学分野 / 東京科学大学病院集中治療部）

O15-5	 循環補助用心内留置型ポンプカテーテル（IMPELLA）の心臓手術前留置を行った症
例の検討
古市　結富子	（公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念病院麻酔科）

O15-6	 長期留置に伴うIMPELLAポンプ停止事例を契機とした初期対応体制の構築
濵砂　恵里奈	（国立大学法人信州大学医学部附属病院臨床工学部）

10:10 ～ 11:05	 一般演題 16

座長：竹前　彰人（群馬大学医学部附属病院集中治療部）�
　　　芝　真佐樹（昭和医科大学病院臨床工学室）

補助循環 2
O16-1	 Clostridium septicum壊死性軟部組織感染症の1例

黒田　匡亮	 （北里大学病院救命救急・災害医療センター ICU･CCU）
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O16-2	 劇症型溶血性連鎖球菌感染症による壊死性筋膜炎に伴う敗血症性心筋症に対し
ECPELLAで救命し得た一例
上田　哲平	 （前橋赤十字病院集中治療科・救急科）

O16-3	 健常者に発症し急激な呼吸不全と循環不全を呈した市中緑膿菌肺炎の1例
勝田　晃平	 （公立昭和病院救命救急センターＩＣＵ）

O16-4	 COPDの急性増悪を契機に発症したたこつぼ心筋症による心原性ショックに対して
VA-ECMOを導入し救命し得た1例
多田　眞由香	（平塚市民病院 / 平塚市民病院初期臨床研修医）

O16-5	 侵襲性肺炎球菌感染症による敗血症性ショックに対してVA-ECMOおよびImpellaを
早期に導入し救命できた１例
上田　吉宏	 （社会医療法人財団石心会埼玉石心会病院集中治療部）

O16-6	 吸気努力による脱血不良とそれに伴う脱血管の刺激で心室頻拍を来した体外式両心
室補助人工心臓の1例
渡辺　直生	 （自治医科大学附属病院循環器内科 / 自治医科大学附属病院集中治療部）

11:10 ～ 12:05	 一般演題 17

座長：津久田純平（聖マリアンナ医科大学病院救急医学）�
　　　井上　拓保（昭和医科大学保健医療学部リハビリテーション学科理学療法学専攻）

医療安全・教育・多職種連携
O17-1	 院内データを起点とした気管切開管理チーム立ち上げの実践―組織的マネジメント

プロセスの記述―
荒井　知子	 （杏林大学医学部付属病院中央集中治療室）

O17-2	 ICU看護師教育におけるスキルマトリクス評価の課題	
―評価者アンケートによる検討―
町田　綾	 （医療法人社団康幸会かわぐち心臓呼吸器病院）

O17-3	 集中治療室の環境でシート型体振動計が測定する心拍数と呼吸数の一致度を調査す
る試み
山根　賢二郎	（横須賀市立総合医療センター総合診療センター集中治療部 / 自治医科大学救急

医学講座）

O17-4	 リフレクションシートを使用したリフレクションの効果
戸屋　麻優美	（群馬大学医学部附属病院集中治療部）
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O17-5	 初期研修医に対する前処置ホルマリン固定献体挿管教育の効果
晝間　優隆	 （新潟大学医歯学総合病院集中治療部）

O17-6	 ICUにおける身体拘束時間減少に寄与した要因の検討
原井　雄多	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院集中治療部）

13:20 ～ 14:15	 一般演題 18

座長：�丸橋　孝昭（北里大学医学部救命救急医学）�
永山　智久（埼玉医科大学臨床中毒科 / 集中治療部）

外傷
O18-1	 重度の凝固障害と出血性ショックで搬送された自己免疫性後天性凝固因子欠乏症の

一例
遠藤　拓郎	 （帝京大学医学部附属病院高度救命救急センター ICU）

O18-2	 Japan Trauma Data Bankを用いた高齢者脂肪塞栓症の特徴についての検討
千葉　裕仁	 （帝京大学医学部附属病院高度救命救急センター ICU）

O18-3	 外傷急性期にECMOを導入した8症例の検討
伊藤　鮎美	 （山梨県立中央病院高度救命救急センター）

O18-4	 脂肪塞栓症候群に対しVA ECMOを導入し救命し得た一例
舩山　彩夏	 （公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター集

中治療室）

O18-5	 肝生検後の肋間動脈損傷による心停止蘇生後の一例
中村　成よし	（慶應義塾大学病院集中治療センター）

O18-6	 Open abdominal managementを行い救命できた腹部大動脈瘤破裂の1例
森住　誠	 （社会福祉法人恩賜財団済生会支部茨城県済生会水戸済生会総合病院心臓血管外

科）

14:20 ～ 15:05	 一般演題 19

座長：谷﨑　友香（昭和医科大学藤が丘病院循環器内科）�
　　　萩原　祥弘（済生会宇都宮病院救急集中治療科）

VV-ECMO
O19-1	 Propofolの薬物動態を考慮した栄養管理を行なった、VV-ECMO長期管理の1例

川井　翔	 （聖マリアンナ医科大学病院栄養部）
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O19-2	 VV-ECMO患者の既存の死亡予測スコアは実臨床で使えるか：単施設後ろ向き研究
による外的妥当性の検討
高野　隼	 （東京大学医学部附属病院救命救急センター・ER）

O19-3	 気管支ブロッカーによる肺分離と無凝固下VV-ECMO管理により救命した肺胞出血
による重症呼吸不全の1例
村松　俊	 （武蔵野赤十字病院救命救急センター / 聖路加国際病院集中治療科）

O19-4	 腫瘍性気道閉塞に伴う呼吸不全にV-V ECMO導入したが、診断に至らず剖検でリン
パ腫と判明した一例
松木　さくら	（前橋赤十字病院集中治療科・救急科）

O19-5	 心臓血管外科術後重症呼吸不全におけるヘパリン非使用veno-venous ECMOの有用
性と安全性
鈴木　雅展	 （昭和医科大学江東豊洲病院臨床工学室 / 昭和医科大学統括臨床工学室 / 昭和

医科大学大学院保健医療学研究科医療技術分野）

15:10 ～ 15:55	 一般演題 20

座長：森　幸太郎（長野赤十字病院救急科）�
　　　前田　保瑛（横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター）

中枢神経 1
O20-1	 潰瘍性大腸炎増悪期にMGクリーゼから心停止を来したDouble Seronegative眼筋

型重症筋無力症の一例
柿沼　玲史	 （帝京大学医学部附属病院 GICU）

O20-2	 重症筋無力症クリーゼの抜管評価にFVC測定と終日SBTを組み合わせた2症例3エピ
ソードの経験
星野　哲也	 （社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会横浜市東部病院集中治療セン

ター）

O20-3	 劇症型B群溶血性レンサ球菌による壊死性筋膜炎治療中に抗菌薬関連脳症を合併し
た一例
山﨑　梨紗	 （長野県厚生農業協同組合連合会北信総合病院腎臓内科）

O20-4	 ヒトヘルペスウイルス6型(HHV-6)脳炎加療中の経過で発作性交感神経過活動(PSH)
を発症した症例
中澤　亮介	 （横浜市立市民病院 ICU・CCU）
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O20-5	 くも膜下出血術後に発症した Candida parapsilosis による難治性医療関連髄膜炎の
1例
稲垣　光太郎	（北里大学医学部救命救急医学）

16:00 ～ 16:45	 一般演題 21

座長：奥脇　　一（筑波大学附属病院小児内科 / 小児集中治療センター）�
　　　對馬　崚太（北里大学病院救命救急・災害医療センター北里大学医学部救命救急医学）

中枢神経 2
O21-1	 急性期脳梗塞に対する機械的血栓回収術後の周術期心不全および肺炎の発症頻度と

関連因子の検討
吉田　恭義	 （山梨県立中央病院高度救命救急センター / 信州大学医学部医学科救急集中治療

医学教室）

O21-2	 休日急性意識障害に対し集中治療専門薬剤師介入を含む多職種連携で早期対応した
セフェピム脳症の1例
大森　俊和	 （社会医療法人財団石心会川崎幸病院薬剤部）

O21-3	 マラリア脳症を来した熱帯熱マラリアの一症例
速水　元	 （横浜市立市民病院 ICU・CCU）

O21-4	 重症熱中症に対するActive Coolingとしての冷水浸漬の導入：当院での取り組みと
臨床症例
吉澤　俊彦	 （諏訪赤十字病院救命センター）

O21-5	 我が国における集中治療を要したダウン症児の臨床経過と転帰：JIPAD解析
大澤　一郎	 （東京科学大学病院集中治療部）
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第 8 会場 ［中ホール内］

9:10 ～ 10:05	 一般演題 22

座長：山本　周平（信州大学医学部附属病院リハビリテーション部）�
　　　大木�紗弥香（国立循環器研究センター / 自治医科大学附属さいたま医療センター集中治療部）

リハビリテーション
O22-1	 心原性ショックを呈した急性心筋梗塞患者の苦痛緩和とリハビリテーション促進に

関する特定看護師の看護実践
佐々木　友子	（日本医科大学付属病院看護部）

O22-2	 敗血症性ショック後に甲状腺クリーゼとcritical illness polyneuropathyを合併した
症例へのリハビリ経験
松本　亜美	 （公立昭和病院リハビリテーション科）

O22-3	 ICU在室中から本人希望の活動を目標化した劇症型溶血性溶連菌感染症の作業療法
介入
秋澤　亮	 （埼玉医科大学総合医療センターリハビリテーション部）

O22-4	 機械的補助循環離脱後の足関節背屈筋力低下発生に関する検討―後方視的観察研究―
柳澤　佑哉	 （日本大学病院リハビリテーション室）

O22-5	 市中病院の集中治療ユニットにおける早期離床リハビリテーション体制構築の実際
と課題
尾池　健児	 （茨城県厚生連総合病院土浦協同病院リハビリテーション部）

O22-6	 重症熱中症後にICU-acquired weaknessを呈し人工呼吸器離脱に難渋した一例
斎藤　康広	 （埼玉医科大学総合医療センターリハビリテーション部）

10:10 ～ 11:05	 一般演題 23

座長：鈴木　誠也（横須賀共済病院救急科）�
　　　熊城　伶己（横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター集中治療部）

代謝・内分泌
O23-1	 造影CT検査を契機にカテコラミンクリーゼを呈しICU管理を要したMEN 2A両側褐

色細胞腫の1例
池邉　怜寛	 （東京女子医科大学病院救命救急センター集中治療室）
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O23-2	 当院での粘液水腫性昏睡に対するレボチロキシンナトリウム静注製剤の使用経験
園部　藍子	 （茨城西南医療センター病院救急科）

O23-3	 脳梗塞の病変と意識障害の乖離を契機に診断したSGLT2阻害薬関連euglycemic 
diabetic ketoacidosisの1例
田中　駿	 （筑波大学附属病院脳卒中科）

O23-4	 免疫関連有害事象として発症した劇症１型糖尿病により、痙攣重積を伴う重症高血
糖緊急症を来した一例
上原　知也	 （公立大学法人横浜市立大学附属病院集中治療部）

O23-5	 重症患者のリフィーディング症候群発症に関連する因子：大規模データベースを用
いた後向き観察研究
吉田　稔	 （横浜市立大学データサイエンス研究科ヘルスデータサイエンス専攻）

O23-6	 早期栄養介入管理加算に対応する重症患者の栄養療法の実態調査
宮城　朋果	 （横浜市立大学大学院医学研究科修士課程医科学専攻生体制御・麻酔科学）

11:10 ～ 12:05	 一般演題 24

座長：方山　真朱（自治医科大学附属さいたま医療センター集中治療部）�
　　　早川　義浩（横浜市立みなと赤十字病院集中治療部）

循環 1
O24-1	 可動性の疣贅により右冠動脈入口部閉塞をきたし,緊急大動脈弁置換術を施行した

感染性心内膜炎の1例
浅見　慎思	 （日本医科大学付属病院心臓血管集中治療室）

O24-2	 初回TEEで疣贅を認めず診断に難渋したStaphylococcus aureus菌血症合併感染性
心内膜炎の1例
田中　宏昌	 （北里大学病院救命救急・災害医療センター ICU・CCU）

O24-3	 進行性大腸癌を合併したStreptococcus sanguinis感染性心内膜炎の１例
谷口　枝穗	 （東京都済生会中央病院循環器内科 / 慶應義塾大学医学部救急医学教室）

O24-4	 術前に指摘のなかった冠動脈3枝病変により手術後に急性心不全に至った一例
紫桃　壱成	 （群馬大学医学部附属病院集中治療部）
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O24-5	 肺炎を契機に心原性ショックに至った重症大動脈弁狭窄症に緊急経カテーテル的大
動脈弁置換術を施行した1例
奥本　弘樹	 （社会福祉法人恩賜財団済生会支部神奈川県済生会横浜市東部病院臨床研修医

室）

O24-6	 Ca製剤の診断的投与により、機械的補助を回避し得たBRASH症候群の1例
石井　俊輔	 （新潟市民病院救命救急・循環器病・脳卒中センター集中治療室）

13:20 ～ 14:05	 一般演題 25

座長：小川　史洋（横浜市立大学医学部救急医学教室）�
　　　野坂　宜之（東京科学大学病院集中治療部）

循環 2
O25-1	 抗凝固療法抵抗性の広範型急性肺動脈血栓塞栓症に対し、カテーテル吸引血栓除去

術が奏功した1例
曲　徳泰	 （慶應義塾大学病院集中治療センター / 慶應義塾大学医学部麻酔学教室）

O25-2	 急性A型大動脈解離手術におけるクリオプレシピテート/フィブリノゲン濃縮製剤
の使用状況と死亡率の年次推移
吉永　晃一	 （自治医科大学麻酔科学・集中治療医学講座）

O25-3	 急性心筋梗塞におけるV-A ECMO導入の臨床的規定因子
細川　雄亮	 （日本医科大学武蔵小杉病院循環器内科・集中治療室高度救命救急センター）

O25-4	 循環停止を用いた胸部大動脈手術患者の神経学的転帰に対する血清NSE値の予測精
度：単施設後方視観察研究
峠坂　浩輝	 （独立行政法人労働者健康安全機構横浜労災病院中央集中治療部）

O25-5	 ノルアドレナリン持続静注における単一調製プロトコルの運用実態：単施設後ろ向
き記述研究
丸山　陸	 （医療法人鉄蕉会亀田総合病院薬剤部）

14:10 ～ 15:05	 一般演題 26

座長：谷口　隼人（横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター）�
　　　石原　唯史（順天堂大学浦安病院高度救命救急センター救急診療科）

循環 3
O26-1	 周術期MCS戦略により救命し得た急性心筋梗塞後乳頭筋断裂による心原性ショッ

クの一例
田中　晴城	 （国立大学法人信州大学医学部附属病院集中治療部高度救命救急センター）



― 47 ―

日本集中治療医学会 第 10 回関東甲信越支部学術集会

O26-2	 心室細動中に意識清明が保持された非挿管Impella 5.5管理下の亜急性心筋梗塞の1例
大山　慶介	 （かわぐち心臓呼吸器病院集中治療室）

O26-3	 甲状腺クリーゼに伴う心原性ショックに対しImpellaによる補助循環が有効であっ
た1例
上原　知也	 （公立大学法人横浜市立大学附属病院集中治療部）

O26-4	 急性心筋梗塞に合併した心室中隔解離を伴う心室中隔穿孔の一例
井上　莉沙	 （日本医科大学千葉北総病院集中治療部）

O26-5	 心嚢穿刺ドレナージが困難な化膿性心膜炎に対し、VA-ECMO導入と胸腔鏡下心嚢
開窓術で救命し得た1例
淺野　太郎	 （地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立墨東病院集中治療科高度救命救急

センター）

O26-6	 免疫チェックポイント阻害薬による心筋炎と二次性副腎不全を合併し, 混合性
ショックの関与が示唆された1例
三戸　勉	 （地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立墨東病院集中治療科高度救命救急

センター）

15:10 ～ 15:55	 一般演題 27

座長：畔上　真子（信州大学医学部附属病院看護部高度救命救急センター）�
　　　市川通太郎（長野赤十字病院救急科）

Post Intensive Care Syndrome (PICS)
O27-1	 集中治療後症候群（PICS）外来の新規開設と運用の実際 ― 導入プロセスと課題の

検討 ―
伊東　祐美	 （聖マリアンナ医科大学病院救命救急センター集中治療室）

O27-2	 患者にとってのICUダイアリーの位置づけ	
ー救命救急センター退室後の患者インタビューに基づく質的研究ー
大島　佳菜	 （新潟県地域医療推進機構魚沼基幹病院救命救急センター）

O27-3	 ICU diaryを用いた作業療法介入によりせん妄改善を認めた心臓大血管手術後症例
渡邉　大貴	 （昭和医科大学藤が丘病院リハビリテーション室）

O27-4	 ICU-AWを発症した重症ARDS患者に対し腹臥位療法および強化リハビリテーショ
ンを経て歩行自立に至った症例
赤木　仁太	 （社会医療法人財団慈泉会相澤病院救急リハ科）
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O27-5	 看取りにトラウマを抱える妻に対する看護実践の一事例
石田　優己	 （自治医科大学附属病院看護部）

16:00 ～ 16:45	 一般演題 28

座長：三田　篤義（信州大学医学部附属病院集中治療部）�
　　　阿部　靖子（東京科学大学病院医療連携支援センター）

終末期・緩和医療
O28-1	 ICU入室時から緩和ケア介入と在宅医療を見据えた共同意思決定を行った事例報告

真室　茅花	 （地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立多摩総合医療センター集中治療室）

O28-2	 集中治療領域の医療者におけるデスカンファレンスの有用性について：スコーピン
グレビュー
鈴木　菜積	 （独立行政法人国立病院機構水戸医療センター救命救急センター）

O28-3	 終末期の成人ICU患者に面会する小児とその家族への支援を行った一症例
竹内　恵子	 （横浜市立大学附属市民総合医療センター看護部 GICU）

O28-4	 慢性呼吸器疾患を有するHCU患者の「食べたい」を支えたチーム医療	
一呼吸状態に配慮した食事支援を通して一
吉田　捷人	 （川崎市立井田病院 HCU・CCU）

O28-5	 ACPで合意形成が難しかった小児患者例
井上　俊	 （前橋赤十字病院集中治療科・救急科）
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ハンズオンセミナー会場 ［大ホールホワイエ］

13:30 〜 15:30	 ハンズオンセミナー

ハンズオンセミナー：気管切開・永久気管孔患者の緊急対応

講師：藤澤　美智子	（横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター）

　　　鈴木　健人	 （横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター）

　　　熊城　伶己	 （横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター）

　　　田中　康次郎	（�三重大学医学部付属病院高度救命救急・総合集中治療センター/救急科）

　　　紀田　心一	 （横浜市立みなと赤十字病院総合診療科）

　　　大松　真愛	 （横浜市立みなと赤十字病院看護部）

　　　佐藤　絵美	 （横浜市立みなと赤十字病院看護部）

　　　高田　順子	 （東京ベイ・浦安市川医療センターリハビリテーション部）

　　　高原　有貴	 （信州大学医学部付属病院集中治療部）

　　　松尾　昌	 （諏訪中央病院臨床工学科）

　　　前原　洋順	 （横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター）

　　　齊藤　彬	 （横浜市立みなと赤十字病院リハビリテーション）

共催：ICU メディカルジャパン株式会社




